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Ⅰ．問題と目的
社会生活を送るうえで日常生活スキルは必要不可欠な

ものであり、その中でも洗濯及び入浴は良好な衛生環境
の保持という点で欠かすことのできないスキルであるこ
とはすでに指摘した。このようなことから、先の研究
「知的能力障害のある成人における日常生活スキルの支
援（１）－洗濯スキルに焦点を当てて－」（以下、「研
究（１）」とする）では、まず洗濯スキル獲得のために
有効な介入手続きについて検討し、iphoneとアプリに加
え、支援対象者のニーズに合わせた付加的な支援（「で
んげん」シールの貼付）が不可欠であることが示された。

一方、入浴に関して、藤井・須藤（2013）は、脳性
麻痺と知的能力障害を合わせ有する児童を対象に、絵
カードを使用した指導手続が一定の効果を得たことを報
告している。しかし、この研究では、入浴に関する一連
の動作は獲得可能であったものの、汚れが十分に落とせ
たか否かという点については言及されていない。例えば、
洗髪に焦点を当ててみよう。洗髪が不十分な場合、毛髪
や頭皮に汚れやフケが付着し、悪臭やかゆみの原因にな
ることが指摘されている（中野・津田・永嶋・渕野・加
藤・山名・杉野，2008）。これらの問題を防ぐために
は、十分に汚れを落とせるような洗髪を行う必要がある。
つまり、入浴に関する一連の動作獲得と同時に、汚れを
十分に落とせるような、いわゆる「丁寧な洗い方」の指
導を行うことが重要であると考えられる。

そこで本研究（以下、「研究（２）」とする）では、
研究（１）に参加した成人女性を対象に、iPod touch
（Apple社製）を用いて、汚れが十分に落とせていない

と判断される項目については付加的な支援を行い、汚れ
を十分に落とすことができたと判断できる入浴（洗髪を
含む）スキルの形成指導ついて検討することを目的とし
た。

Ⅱ．方法
１．参加者

本研究には、研究（１）に参加したＡさんとその実妹
（研究（２）では第２著者）、指導教員（第１著者）の
３名が参加した。Ａさんの母親からの聴取によると、本
研究の開始前のＡさんは入浴の際、母親に髪や身体を
洗ってもらっていた。Ａさん自身が髪や身体を洗う様子
も若干はみられるが、洗った箇所が一部分にとどまり、
全体的に汚れが落とせているような印象はなかった（第
２著者による）。また、Ａさんは「洗わなくていいの」
と言い、洗うことを拒むこともあった。
２．倫理的配慮

研究（１）と同様の説明の後、保護者から本研究への
参加を希望する旨の回答を得た。
３．標的行動

保護者に要望を尋ねたところ、「なるべく１人でお風
呂に入れるようになってほしい」との回答も得た。そこ
で研究（２）では入浴（洗髪を含む）に関する一連の行
動を標的とした。
４．研究デザイン及び期間

ベースライン、介入１、介入２、プローブの４フェ
イズから構成された。研究期間はＸ年11月上旬～Ｘ年
＋１年１月25日までであり、その期間中に計13回（13
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日）、行動測定や介入を実施した。

５．セッティング
研究（２）も研究（１）と同様、Ａさんの自宅で行っ

た（Fig.１参照）。研究（２）全般を通して、安全面に
配慮し、題２著者がお湯の温度調整を行った。また、洗
面器を空にしてカランの真下に設置し、風呂椅子はシャ
ワーから手が届く位置に設置した。

Fig.１　Ａさんの自宅の浴室のセッティング

６．データの記録及び処理方法
研究（１）と同様、第２著者はＡさんの直接行動観察

を行い、記録用紙に記入した。データは、適切に遂行で
きた行動項目数÷全項目数（61項目）×100（％）によ
り算出された。
７．手続き
（１）ベースライン

ベースラインにおいて、第２著者は「１人でお風呂
に入ってください」と口頭で指示した。この期間中は
プロンプトや強化等は一切行わなかった。ベースライ
ンは３日間（３回）測定した。

（２）介入１
介入１では、ベースラインの結果に基づいて、動画

を作成する際、第２著者がモデルとなり、入浴に関す
る一連の行動（標的行動）の動画を撮影し、その映像
を提示した。第２著者は「腕」「（次は）脇」など端
的な表現で洗う部分を示しながら約10秒間モデルを
提示した。電子機器の故障を防ぐための防水対策とし
てiPod touchをジッパー付きビニール袋に入れた状態
で実施した。また、髪をお湯で濡らす際やシャンプー
を洗い流す際に動画を見ることができない状況であっ
たため、その際は一連の流れを見せてから第２著者が
動画を一時停止し、その直後に入浴行程に取り組むこ
ととした。正反応が生起した時には「そこだね」「す
ごい」などの言語賞賛を行った。また、無反応や誤反
応が生じた場合は、動画を巻き戻さず、そのまま動画
を再生し続けた。さらに、入浴が終了した後には、パ

ソコンで好きな動画（Ａさんが好きな動画）を提示し
た。介入１は５日間（５回）実施した。

（３）介入２
介入２では、介入１に加え、行動項目11（後頭部

を洗う）、行動項目58（太ももの裏、ふくらはぎの
裏を拭く）について、後頭部を洗っている様子を介
入１よりも約1.5倍拡大した映像と、「太ももの裏」
「ふくらはぎの裏」を拭く映像を提示した。それ以外
は介入１と同じ手続きで実施した。介入２は３日間
（３回）実施した。

（４）プローブ
ベースラインと同じ手続きで２日間（２回）測定し

た。

Ⅲ．結果
研究（２）の結果をFig.２及びFig.３に示した。ベー

スラインは３日間（３回）測定したが、正反応率はそれ
ぞれ、37.8％、44.3％、39.4％であった。ベースライン
のときのＡさんの様子は、まず洗髪の行程ではシャン
プーを手のひらに適量取るものの、頭頂部のみを洗って
いた。また、身体を洗う行程においては、石鹸を手のひ
らに付け、手で身体を洗おうとしたものの、洗う箇所は
限定されており、全身を洗うのは困難であった。

介入１は５日間（５回）実施したが、正反応率は85.3％、
93.5％、93.5％、96.8％、96.8％へとかなり上昇した。
この頃のＡさんは動画を見ながら頭や身体を洗うことが
可能となった。介入１の１回目では動画を注視し、動画
で示された動作を模倣して入浴の行程を遂行した。また、
Ａさんが「次は腕」と洗う部位について言及しながら身
体を洗浄する様子もみられた。さらに、介入１の２回目、
３回目には動画の再生速度よりも早く当該の行程を完了
することが可能となり、次の行程に進むまでに時間余裕
が生じていた。４回目になると、１回目と比較して、動
画の視聴時間が減少し、行程によっては聞こえてくる音
声プロンプトのみで当該の行動項目を遂行可能となった。
このことについて、第２著者が「すごい」などの言語賞
賛を行うと、Ａさんは歯を見せながら顔をほころばせた。

介入２は３日間（３回）実施した。３回とも正反応率
は100％を示した。太もも・ふくらはぎを拭き取る動画
を提示した際、「こう？」と第２著者に尋ね、「そうだ
よ、できているよ」と回答すると、嬉しそうな表情をみ
せた。

プローブは２日間（２回）測定した。２回とも正反応
率は96.8％であった。なお介入２で重点を置いた「後頭
部を洗う」「裏太もも・裏ふくらはぎをふく」行動項目
についても２回とも適切な行動が生起した。
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Fig.２　入浴行動に関する各行動項目の結果
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　　　BL　　　　　介入１　　　　介入２　プローブ

Fig.３　入浴行動に関する正反応率の推移

Ⅳ．考察
研究（２）では、十分に汚れを落とすことを視野に入

れた入浴スキルの形成指導について主として検討した。
ベースラインにおいては、Fig.１に示した通り、正反応
率は低く、頭や身体を洗う行動項目においては、十分に
洗うことはかなり困難であった

そこで、介入１を行ったところ、Ａさんは動画を見な
がら頭や身体を洗うことが可能となった。しかし、介入
１における行動項目11と58についてはあまり安定しな
かった。まず、行動項目11については、ベースライン
においては正反応を示さず、介入１においても正反応率
は不安定であった。つまり、後頭部については汚れを十
分に落とせていないと判断された。このような要因とし
て、映像の問題が挙げられる。この映像はモデルの正面
から撮影されたものであった（すなわち、モデルの後頭
部ではなく前頭部が撮影されている）、指先が後頭部を
洗っている具体的な様子は撮影されていなかった。この
ため、Ａさんの適切な行動が生起しにくかったと考えら
れた。このことから、介入２では、モデルの正面ではな
く、背後から撮影を行い、後頭部を洗っている様子が具
体的に見えるよう改善した。さらに、その映像は介入１
よりも約1.5倍に拡大した。その結果、行動項目11が安
定して生起するようになったと考えられた。

また、行動項目58に関して、ベースラインでは全く
生起していなかったが、介入１を行ったところ、正反応
がみられるようにはなった。しかしながら、それは安定
しなかった。これは「太もも」を拭く映像から「ふくら
はぎ」を拭く映像までをまとめて、「後足」（うしろあ
し）という音声刺激を提示していたことが影響している
と考えられた。そこで介入２においては、「太ももの
裏」「ふくらはぎの裏」のように、映像と音声指示が
「１対１対応」するものに変更した。その結果、正反応
が生起したと考えられた。

ところで山田・上原・小野・平野（2007）は、「ボ
ディーイメージの正確性は、動作スキルの向上に重要な
役割を果たしている」と述べている。この所見を研究

（２）に当てはめてみると、「後頭部を洗っている様子
が見えやすい拡大した映像」と「映像と音声指示が１対
１対応する動画」が当該スキルの形成に効果的であった
と考えられた。

研究（２）が終了してから数日後、保護者からは
「（Ａさんは）きれいに洗うことができていた」とＡさ
んの行動変容に対して肯定的なコメントを得た。このこ
とより、第２著者不在の条件下においても、標的行動が
維持していることが確認された。さらに「（標的行動
が維持しなくなった際に備えて）入浴の手順を教えてほ
しい」「次はドライヤーを使って自分で髪を乾かせるよ
うになってほしい」と、保護者が支援に対して積極的に
なったと推測できるコメントも得られた。家族による支
援の長所を活かした継続的な取り組みが期待される。
Ⅴ．まとめ

研究（２）では、汚れを十分に落とすことが可能と判
断される入浴（洗髪を含む）行動の形成を試みたが、視
聴用映像の拡大、洗浄箇所を明確にする撮影方法の工夫、
映像と音声を１対１対応させる映像の作成、以上の３点
が良好な結果を導いたものと考えられた。
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